
田
村
市
で
う
ま
れ
る
優
れ
た
製
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

商
工
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

田
村
市
で
作
ら
れ
る
優
れ
た

製
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

●産業部 商工課
(82-6677

田
村
産
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こ
の
時
期
は
、
寒
く
て
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
。
い
つ
ま
で
も
足
腰
ピ

ン
シ
ャ
ン
で
い
る
た
め
に
は
、「
や

や
き
つ
い
体
操
」
を
「
週
に
１
～
２

回
」、「
続
け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
の
集
会
所
や
公
民

館
、
自
宅
な
ど
に
集
ま
り
、
自
分
の

健
康
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る
通
い
の

場
、『
運
動
サ
ロ
ン
』
の
活
動
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
船
引
町
門
鹿
地
区
で
活
動

し
て
い
る
運
動
サ
ロ
ン
「
寿
き
会
」

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
活
動
場
所　
門
鹿
公
民
館

●
参
加
人
数　
13
人
程
度

●
主
な
活
動
日

第
2
・
3
・
4
水
曜
日

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
活
動
内
容

　
さ
ま
ざ
ま
な
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
最

後
は
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。
体
操
で
は
足
腰
を
重
点
的
に

動
か
し
、
カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
と
に
か

く
声
を
出
し
、
自
分
達
で
作
っ
た
替

え
歌
を
歌
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
楽
し
ん
で
参
加
し
、
活
動
を

始
め
て
か
ら
手
足
の
し
び
れ
が
無
く

な
っ
た
り
、
坂
道
が
楽
に
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
元
気
作
り
を
始
め
ま
せ

ん
か
？　

運
動
サ
ロ
ン
に
関
し
て

も
っ
と
知
り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
ダ
を
動
か
そ
う
!!

運
動
サ
ロ
ン
活
動
の
ご
紹
介

問
運
動
サ
ロ
ン
サ
ポ
ー
ト
企
業 
㈱

ル
ネ
サ
ン
ス 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

コ
ミ
ス
ポ　

 

(
８
１
‐
２
１
３
０

高
齢
福
祉
課 

(
８
２
‐
１
１
１
５

　
老
人
憩
の
家
「
針
湯
荘
」
は
令

和
２
年
４
月
１
日（
水
）か
ら「
有

限
会
社
慶
慶
飯
店　
代
表
取
締
役

　
片
吉　
慶
吉
」
を
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
し
ま
す
。

　
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
や
宴
会
内
容
を

充
実
さ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
さ
ま
の
交
流
の
場
と
し
て
お

子
様
か
ら
老
人
ま
で
、
幅
広
く
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

老人憩の家 針湯荘
４月１日（水）リニューアルオープン

●
保
健
福
祉
部 

高
齢
福
祉
課

　
(
８
２
‐
１
１
１
５

▲歯科衛生士の講話を聞く参加者

▲寿き会のみなさん

【
就
職
相
談
】

～
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
～

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

 【 

共
通
事
項 

】

利
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。
掲
載
内
容
以
外
の
会
場
・
日
程
の
開
催
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

チ
ラ
シ
設
置
場
所　
田
村
窓
口
・
各
行
政
局
・
各
商
工
会
・
田
村
市
地
域
職
業
相

談
室
ア
ル
フ
ァ

問
・
申 

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議
会  

田
村
窓
口（
産
業
部 

商
工
課
内
）

(
61
ー
5
5
8
5 

FAX 

61
ー
5
5
8
6 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
働
き
た
い
ネ
ッ
ト
で
検
索

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

次
の
方
法
で
相
談
員
が
相
談
に
対
応
し

ま
す
。

■
電
話
相
談

●
受
付
（
平
日
の
み
）

午
前
９
時
～
12
時

午
後
1
時
～
4
時
30
分

(
０
１
２
０
‐
８
１
０
‐
６
５
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
窓
口
相
談

予
約
制（
電
話
相
談
受
付
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
メ
ー
ル
相
談

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）の

専
用
フ
ォ
ー
ム
で
24
時
間
受
付
中

体
験
型
の
就
職
活
動

１
人
15
分
程
度
の
個
別
説
明
会
で
す
。

申
込
不
要
。

●
日
時　
3
月
17
日
（
火
）

午
後
１
時
～
３
時

●
会
場　
船
引
公
民
館
1
階 

会
議
室

職
場
体
験
実
習

「
大
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

説
明
会

「
マ
イ
ク
ロ
パ
ウ
ダ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
1
㍃
㍍
（
1
0
0
0
分

の
1
㍉
㍍
）
以
下
の
超
微
粒
子

で
す
。
従
来
の
製
法
で
は
超
微

粒
子
の
生
産
は
、
少
量
し
か
製

造
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
同
社
の
独
自
技
術
に
よ
り

マ
イ
ク
ロ
パ
ウ
ダ
ー
を
大
量
に

製
造
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
樹

脂
サ
ッ
シ
や
ゴ
ム
な
ど
の
材
料

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ク
ロ
の
技
術
を
追
求
し
続
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
北
粉
化
工
業
株
式
会
社

　
石
灰
石
を
原
料
と
し
た
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
の
製
造
販
売
を

行
っ
て
い
る
備
北
粉
化
工
業
株

式
会
社
。

　
阿
武
隈
山
系
は
東
北
で
も
数

少
な
い
石
灰
岩
層
が
広
が
っ
て

お
り
、
大
越
町
に
あ
る
福
島
工

場
で
は
大
滝
根
鉱
山
の
坑
内
で

採
掘
し
た
石
灰
石
を
粉
砕
し

て
、
粉
末
や
液
状
の
微
粒
子
に

加
工
し
て
い
ま
す
。
加
工
さ
れ

た
も
の
は
、
壁
紙
や
製
紙
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
紙
お
む
つ
な

ど
、
身
近
な
製
品
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
中
で
も
特
質
の
あ
る
商
品
は

▲備北粉化工業（株）福島工場外観

▲備北粉化工業（株）福島工場のみなさん

▲粉末は袋詰めして納品します
▲石灰石を粉末や液状に加工し
ます

▼
備
北
粉
化
工
業
株
式
会
社
…

1
9
4
2
年
に
岡
山
県
で
操
業

を
開
始
し
、
今
年
で
78
年
目
を

迎
え
ま
す
。「
健
全
な
精
心
の

物
造
り
」
を
会
社
理
念
と
し
、

創
業
以
来
一
貫
し
て
炭
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
の
製
造
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
福
島
工
場
（
大
越
町
）
で
は

1
9
7
2
年
か
ら
操
業
を
開
始

し
て
お
り
、
1
日
約
3
0
0

㌧
、
年
間
約
10
万
㌧
も
の
量
を

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
応
じ
て

粒
子
の
大
き
さ
や
特
性
の
異

な
っ
た
、
幅
広
い
受
注
に
対
応

で
き
る
生
産
管
理
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

※
館
内
点
検
の
た
め
３
月
19
日（
木
）は

休
館
し
ま
す
。


